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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．

　拙稿の目的とするところは２つある．１つはＲ.Ｂrｏｗｎ（1973）（1）の文法的形態素の獲得過程の

研究を紹介すること，もう１つはBrownの仮説をW. F. Leopoldの‘Speech Development

of a Bilingual Child' (1949)の第４巻“Diary from Age ２(Diary for Hildegard)”（2’を分析す

ることによって検討することである(3)_

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n.

　Brownは言語習得の初期段階に高い頻度で現われる14の文法的形態素について, Adam, Sarah,

Ｅｖｅと名づけた３人の子供を被験者とし，その自発的発話(Spontaneous speech)を分析した.

14の形態素は，1.現在進行形語尾-ing　2-3.　前置詞泌と・72　4.複数形　5.不規則動詞

の過去形　6.所有格-s　7.非収縮性の連辞be　8.冠詞話εと　ａ　９．規則動詞の過去形

10.規則動詞の３人称語尾-s　11. 3人称の不規則形(does, hasをさす) 12.非収縮性助動

詞（進行形のbeのみ）　13.収縮性の連辞(I'mの’ｍ等をさす) 14.収縮性助動詞（すな

わち12.の縮約形であるbeのみ），以上で, Brownはこれらの文法的形態素が３人の子供におい

て同じような順序で習得されたと主張する．

　問題は，これらの形態素がいつ習得されたとみなすのか，ということである･．一般的に幼児の言

語において形態素は初め不確かな形で（発音があいまいである等）現われ，散発的である．　しだい

に使用頻度は増すが，正しくいつも使用されるわけではない．又，誤った使用は，かなり長期にわ

たって続き，個人差もあるが，就学時になってもまだ誤りが続くことも多い<4)

　したがって習得時期の決定は恣意的なものにならざるを得ないか, Brownは次の方法によって

習得時点を求めた.

　Figure 12.におけるグラフ上の点は，各sampleにおいて義務的文脈(obligatory context)で

どれ位の比率で形態素か現われたかを示す．「義務的」とは言語的，言語外的状況から判断してそ

の形態素か現われるべきであることをさしていう(5) (HEI) _各　sample　は定期的に録音(Adam,
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Figure 12. The development of progressive and plural inflections in Sarah

　　（Ｂrｏｗｎによる）

Eｖｅは隔週２時間, Sarachは毎週30分<")されたのち転記もされ，検討に付されるのであるが，

全体的な状況からみて文法的形態素が正しくみたされているときと，そうでないときの比率か計算

される.　Figure 12. はSarahの現在進行形と複数形の習得過程を示しているが，一つの顕著な

特徴かある．最初は子供かその形態素をあまり使用しない(7'ので, sampleの規模自体が小さい

　(現在進行形について, Sample 1 においてはわずか４つ, Sample ２ においては11)のと，子供の

文法的知識が不完全なために(8)，ひどい凹凸があるが，どちらの形態素も90％を越えたあとは比較

的安定し，大体正しく使われていることが明らかである．したがってBrownは，３つの連続した

sampleで90％を越えたときに，その文法的形態素が習得されたレとみなすことに決めた(9゛.こ'の

図からSarahは現在進行形を第Ｕ期(Stage n)の終りに，複数形を第１期(Stage Ｏの後半

に習得していると言える．

　念のためにもう一つ例を示そう.

　Figure 13. はＥｖｅの習得過程を示すものであるが,･同じ方法により，前置詞凹は第Ｈ期の

後半にパフzはそれより少し遅れた時期に習得されていると言える．

　この方法でBrownが３人の子供について得た結果はFigure 14. のごとくであった．

　この表を見ると，習得の時期については，かなりの差異があるが，14の形態素の習得順は３人と

もよく似かよっている. Brownは３人の平均的習得順をTable 38. のように定める･

　Brownはde Villiersによる21人の子供における同じ形態素の獲得の調査が，上記の事実と合致

するものであることを確認し(10)又Menyuk, Leopold, Ervin-Miller, Brown-Fraserの幼児の

言語研究の成果もこれと矛盾せす(11)自らの主張の補.強であることを見出すのである(12)
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Figure 13， The prepositions in and a。in Eve's firstlｗｅ】vesamples (Brbwnによる)
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1(2 ; 3)

n(2 ; 6)

Ⅲ(2 ; 11)

IV(3 ; 2)
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Figure 14. The order of acquisitionof 14 grammatical morphemes in three

　　children(Brownによる）
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Table 38. Mean order of acquisition of 14「Tiorphemes across three children

　　(Brownによる）

　　　　　　Morpheme

　　1. Present progressive

2 ― 3 . in, on

　　4. Plural

　　5. Past irregular

　　6. Possessive

　　7. Uncontractible copula

　　8. Articles

　　9. Past regular

　　10. Third person regular

　　11. Third person irregular

　　12. Uncontractible auxiliary

　　13. Contractible copula

　　14. Contractib】ｅ auxiliary

Average Rank

　　　　2.33

　　　　2.50

　　　　3.00

　　　　6.00

　　　　6.33

　　　　6.50

　　　　7.00

　　　　9.00

　　　　9.66

　　　10.83

　　　11.66

　　　12.66

　　　14.00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．

　さてここでBrown説のLeopoldによる検討に入るが，最初にBrown自身によるLeopoldの

参照方法をみておこう.BrownはLeopoldの成果を次のようにまとめる．

Table 39. The １４morphemes in order of acquisitionfor Adam, Eve, and Sarah;

　　together with paraphrases of Leopold's comments ひｎeach morpheme for

　　Hildegard's firsttwo years (Brownによる）

　　　Morpheme

-

　1. Present progressive

2 ― 3 . in, on

4. Plural

5. Past irregular

6. Possessive

7. Uncontractible copula

8 . Articles

9. Past regular

10. Third person regular

11. Third person irregular

12. Uncontractible auxiliary

13. Contractible copula

14. Contractible auxiliary

Source .･Based on Leopold, 1949.

　　　　　　　　　　　　　Comment

Two forms by 2； O;、Not so numerous as plural.

“The preposition was omitted from all adverbial

　phrases."

First one at l ; 10. Ａ small number from ｌ； 11.

Only forgot and ｇｏtby 2； 0. Latter seems

　synonymous with /laﾌﾉε、

Concept expressed from １； 6 as ｙ十N. First -ｊat

　1 ； 10. Not numerous.

Dissyllabic this (ａｓin Thiｓ's ｍｉｎｅ)seems based

　on thiｓiｓ.

Not used at all in first two years.

None at all through 2 ； 0，

None at all through 2 ； 0，

None at all through 2 ； 0.

No auxiliary with progressives through 2 ； 0.

Copula always missing until 2 ； 0，

No auxiliary with progressives through 2 ； 0.
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4ろ

　　(一つ誤りかあるのでここで訂正しておく. 5. Past irregular の即Zが現われるのは,2:1才

になってからである(IS)なおPresent progressive にby　2；Oとあるのは具体的には1 ; 8 ,

Past irregular は　1 ；11である．したがって初出時のみで整理すると，次のようになる．

1

4

5

6

7

Progressive

Plural

Past irregular

Possessive

Uncontractible copula

―
　
―

―
　
―

8

10

　；11

　；10

？(1幻
）

　彼はLeopoldについては, Hildegardの２；Ｏ才までの研究，すなわちSpeech Development

of a Bilingual Child の第３巻までしか参照していない．この三巻(15)は確かに綿密ですぐれた記述

であるが，（第１巻は語彙の発達，第２巻は音韻の発達，第３巻は文法と一般的諸問題を扱ってい

る），残念ながらHildegardは2；O才までに文法面でとりたてて進歩はなかったのである．（す

なわち第４巻が肝心の文法的形態素の発達を扱っている）　　　　　　　　　　　　　　・

　この辺の事情をLeopoldは次のようにしるしている．

　What we have found in the way of morphological devices amounts to no more than the

following scanty items : ａ few plural endings 1； 11 (567) ; genitive (possessive) endings

attached to　two names １；10 (568) ; an　experimental German infinitive ending 1； 8，

which was soon given up (575) ; the ending 一泡ｇattached to two verbs　1 ； 8 ， without

real learning of the present participle or gerund (573, 578) ;心的as the only auxiliary

1； 11， without conjugation (583).

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Vol. 3, PP. 101)

　しかし，とにかく2－3，z･n, onを除き, 1.4.5.6.7.の形態素は２；０才に達するまでに

初めて現われ（例はきわめてわずか）他は２；Ｏ才までに現われなかったのである．この事実はた

よりなくともBrownの説と少なくとも矛盾するものではない．したがってBrownは上の結果を

自論の正当性の一つの証拠とする(16)

　しかしながら文法的形態素の初出についての記述が証拠となりうるなら，第４巻のDiary for

Hildegardも検討し得るのではないか？それともこのdiaryは選択的記述であまりに主観的にす

ぎるだろうか．この疑問を解くべくいくつかの形態素を試みに２；Ｏ才から順に追っていくうちに

興味深い事実に気付く．記述をたどるうちにHildegardが急にその形態素を頻繁に使用し出した

ことを表わずfrequent'等の表現か現われるのであ右が，これは一つの指標にならないだろうか．

　それについて次に述べよう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ．

　Figure 12. とFigure 13. すなわち計４個の形態素について言える一つの特徴は，非常に散発

的で不安定な時期から，一挙に頻度か増す時期かあることである(Brownによると他の10の文

法的形態素もFigure 12.と同じようなグラフを描いたという(17) ")初めの不安定な時期を「低迷

期」，あとの安定した時期を「安定期」とするとその間に「上昇期」とでもいうべき比較的短い時

期がある．これは二つのFigureから判断する限りでは，期間にして１～２ヶ月である．　低迷期

はBrownも指摘するようにsampleの規模そのものが小さいので，たとえばグラフが一旦50％を
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をしても，それは半ばその形態素か習得されたということではない．先に述べたように，例えば

Figure 12. におけるSample １の50％はわずか４例のうちの２例がみたされたことをさすのであ

る．したがってもっとsampleを頻繁に収集すれば，低迷期はかなり低い数値にとどまるはずで

ある．４例から推せば20～30％位であろう．上昇期の期間はsample数を増せば場合によっても

っと長くなるかもしれない．というのはFigure 12'.のPresent progressive は, Figure 13.の

in, on. Figure 12. のPluralに比べ，ある程度段階的に上昇しているからである．しかし少な

くとも部分的にでも急上昇する時期はあるように思われる．この図では一旦80％に達したあとは45

％までしか落ちない.90％まで達したあとは70％弱までしか落ちない．

　以上の事実をふまえ，一つの仮定をしてみたい. Brownは定期的に(Adam, Eveについては

隔週２時間, Sarahは毎週30分) sample収集をし，これを集計したわけであるか, Leopoldは父

親としてHildegardを四，六時中観察していたのである．又，彼女が２；Ｏ才に至るまでは詳細

にわたる分析的記述を行なったのであるからHildegardの言葉についてかなり知りつくしている

わけである．（不完全な音韻上の特徴まで）．このLeopoldがHildegardに起った重大な変化を

見のがすであろうか？（゛2）Ｌｅｏｐｏｌｄの記述全体を見るとある文法的事項か現われると，かなり細

かい観察を行なっているのである．

　したがって, Leopoldがfrequent'及びそれに類する表現を使ったときは，一体それが何％か

などと言うことは出来ないし，言う必要もないが, Brownの90％規準(criterion)の前後を示す，

少なくともそれを反映する指標とみなしてみたい．そして低迷期の特徴と安定期の特徴の強い対比

により, LeopoldとBrownの誤差は極端に大きいものではないと推測する．

　以下具体的検討に入るが，その前に，両者を単純に比べられないことを先に述べておかねばなら

ない．それは調査，統計上の都合から, Brownはいつくかの違う異形態（ａＨｏｍｏrph）（18’をひとま

とめにして統計してしまっていることである．おそらく同じ文法的形態素でもそれに属するいくつ

かの異形態は異なる時期に習得されるはずである. Brownは，はなはだしきは，別の機能をもつ

冠詞tｈｅとａを一括して統計している．一方Leopoldは異形態についても敏感であるか，記述

の仕方はかなり鷹揚なところがある．例えば，

713 18 Dec 1932　2 ； 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　Ｈａｖｅand z‘∫areusually full verbs, for instance ； Where you 7むas?, which amuses her

mother particulary.

　とあるのは, is i)< Uncontractible auxiliary ＆をいわば代表している’と考えてよいであろう．

したがってLeopoldを調べるにあたって，すべての異形態に当ってみることは，作業上困難であ

るし，もし出来てもその平均値を出すことは出来ないのであるから無意味である．

　よって取り得る方法として, Leopoldの記述でBrownの挙げた文法的形態素に関する記述に注

意し，急な使用の増大を表現する言葉‘frequent'等に出会うと．これが単一の形態であっても

Leopoldのある規準に達したとみなす方法のみに依ることにしよう．

　日誌の最初の数字はLoepoldの付した参照用の番号（一日の記録がパラグラフごとにいくつか

の番号を付されることも多い），次か日誌の日付け，次がHildegardの年令である．（ちなみに

彼女の誕生日は3 July 1930 である,) Leopoldカリfreque�あるいはそれに準じる言葉で文法

的形態素について表現したときは，便宜上，すべて「Frequentになった」という表現を用いるこ

とにする．
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　1. PRESENT PROGRESSIVE

　Brownがここで言及するのは現在進行形語尾-ingである．助勁詞＆は, Brownの平均順位

12番目になって初めて付け加えられる. Hildegardにお.いても最初，助動詞&ｇはないまま進行形

-ingが現われる. Leopoldのdiaryではこの項目は，いきなり　666 22 Aug 1932 2；1 に現わ

れる.

　　666 22 Aug 1932 2； 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀’

　　　……The “-ing” -form is frequent. although not. prevailing, because　she　hears　verbs

　　often in this form :“Carolyn is ironing'≒“l am going'≒etc.^　A further example : / ;）a

　　doi ba(i)bai, baba/, / (ａｍ) gotれｇ　hｙ一by,Papa.

　　　Note 5）Ｔｈｅ only examples from the first two years are 5,z。■wingand iｒｏｎｉｎｇ，SI8.

　先に設けたLeopoldにおける規準が表現されているので，ここを習得時点とみなそう. Note 5

にもあるとおり２；Ｏ才以前にはs加分四とz｀ｒ卵忌ｇの２例のみである．

　なお, 2 ; 0才以前の例においても，この例においても正規の発音はまだなされない．上の例に

おいて/doi/がgoingと認められるわけはあとの記述からも分る．（なおこの時期には/g/を

/d/とHildegardは発音することも付け加えておかねばならない.）

　　683 18 Sep 1932 2； 2 に，

　　　In the English verb ending -ing the・consonant is still omitted : /wat∫udul/, What

　　（αΓべ)you jひing?, frequent question.

とある．

　この後，この項目に関し，特に取り上げる記述はない．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　2-3 in, on

　種々の前置詞のうちtれ，ｏｎは頻度が高く, Brownはこれに注目する．これらについては，先

のFigure 13. でも見たように，諸形態素のうちでも上昇期か特に顕著で，その顕著さはLeopold

にもそのまま現われているようにみえる.

　　in　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ

　　668 22 Aug 1932 2 ； 1

　　　The preposition　泌　appears　already　fairly frequently　in the form /４tｿ(see below,

　　671)･

　　679 4 Sep 1932 2 ； 2

　　　戸ｅtｿbecomes more and more frequent as ａ real preposition, especially　in its static

　　function. Question :“Wo ist dein Gurtel?” Answer : /l?et mai 'hu/,Ｉｎ １７１＾!ｒｏｏｍ，

とある．一応Frequentを668にしておこう.

　/Ｍｿという発音については671 22 Aug 1932 2 ； 1 バput　' ?et" ' ho/, ｂｕt　in　hole（s）等の

例がある．

θZZ

691 2 Oct 1932 2； 2
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The preposition　θ,z is　used　regularly：/4l ｗ:)tdEt ７ａ mai bot/, ｌ ｖｕａｎt　that ０７１ｍｙ

　　Ｂｒｏ£.

　is used regularly という表現は安定期を思わせる. Frequentはこれより少し前かもしれない．

最初の記述は664 18 Jul 1932 2';O にある.

　　(ｍとり,2の記述の差は41日である．)

　4. PLURAL

　いくつか前兆がある. Hildegardぱmany'という意味でthｒｅｅ tｌむｏ　ｚｗｅｉｄｒei　という英独語

混淆の表現を用い(669 22 Aug 1932 2； 1），又，同じ日付で，

　　　She knows the correct meaning ｏｆ政むひ.Upon the command “Gib Mama einen Keks”

　　she selected two cookies and asked /tｕ?/.

とある．同じく671 22 Aug 1932 2； 1 で/tulij/ ｃｏｏｋｉｅｓ，/pek'boi∫/ｐｅｇ-ｂｏａｒｄｓ（ここでは

本当は単数でよいのだが，「過度の一般化」が行なわれる.) 675 28 Aug 1932　2 ； 1 /witi∫/

fiｓhes，ﾉba'I/ｂａｎtｓを経てFrequentに達する.

　　686 18 Sep 1932 2；２

　　　For one day she used sentences like /ju dat nai dadi 'a?/，（Ｈａｖｅ)yoi£　ｇｏtｎｅｉｎ

　　ｓtocfeiれｇｓＯれ？　The /nai/ is an　interesting　use of nein　instead of“keine”, apparently

　　because　English“ｎｏ”serves　both　functions. Otherwise　she　sometimes　imitates　the

　　adverb neiれplayfully as /nai/.　It does not belong to her active vocabulary.

　　　Plurals in /づ/ are now used rather regularly ； but cf. 5Z。ｄ函ｇ without it in the

　　preceding paragraph.

　5. PAST IRREGULAR

　ここでは説明の都合上, Past regular についてもふれる.

　　702 13 Nov 1932 2 ； 4

　　　Past-tense　forms　have　become　rather　frequent.　She　has　begun　to　appreciate

　　differences in time, /mama t01 mi/,Ｍａｍａ tｏｌｄrne, contrasted with /ju tal mi/,

　　Ｙｏｕ tｅｌｌ　me, imperative. /?ai　to' k　WlJ ju ；ju war hom/, / tａｌｋｅｄ１１１１１ｈyou (by

　　telephone);　ｙｏｕ ･ｗａs ｈｏｍｅ. She uses you　ｔむas regularly, a spontaneous　analogical

　　simplification, paralle】to the same phenomenon･ found in popular English. /wat haps-

　　ｎt?/, What happened? /glj wek ap―wok ap/, ( / ) jus.にむａｋｅ　ｕｂ(correction :）ｌｕofeeｕｐ.

　Leopoldはここでpast-tense forms　という言葉を使っているが, Frequentになったのは，こ

こにも出ている, told, was, woke等のPast irregular の方のみであろう．なぜならば, 701 6

Nov 1932 2 ； 4 （この702のわずか９日前）に，

　　　Today ｌ heard the first past tense of ａ full　verb　with regular (weak) formation : /?ai

　　dist jW, / kisseどi you.

とあり，続けて

　　　She has tried sporadic irregular (strong) past-tense forms for some time, for instance
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　　boｕｇｈt.

とあるからである．

　もっと後になると

　　713 18 Dec 1932 2；5

　　　Steady increase in strong and weak past tenses :Ｙｏｕｂｕlled（/pU’t/）the ｓｈａｄｅｕｐ　foｒ

　　me? meaning “Did you pull‘’.

とあるが，ここで(steady increaseだから少し前かもしれない), Past regular　もFrequentに

なるのである．

　6. POSSESSIVE

　名詞所有格-sについてはLeopoldは2；O才以降は注意を払わなかったらしく，これにふれた

箇所は見当たらない．ただ所有代名詞についてはくわしい. 668 my, your 2；1　684 yours/your

2；2　688 mine 2;0　698 his 2；3 718 her 2；6 等は参考になりうるが，別の形態素であるの

で取りあげない．

　7. UNCONTRACTIBLE COPULA

　６６８２２Aug 1932 ２；１ でwhy, where, whatの記述があるが(Three interrogatives have

been acquired), WheΓεが頻繁にCopulaなしに名詞と共に用いられる.

　　683 18 Sep 1932 2；２

　　　This (I'i) my P叫･）ａ.Iｓ appears　now rather frequently in /wat eS?/, What IS（thiｓ）r，

　　but more commonly /wa dst?/, What (IS) that?

fsが現われる．そして，

　　698 23 Oct 1932 2；３

　　　Ｈａｕｅand be are more frequent as full verbs, not as auxiliaries.

　Frequentになったのはここである.

　　713 18 Dec 1932 2； 5 には

　　　J-la-ｕｅand is are usually full verbs, for instance : Ｗｈｅｒｅｙｏｕｌむａｓ?,which amuses her

　　mother particularly.

とあり，ここでは安定期に入ってしまっている感じである．

8. ARTICLES･

１＆については次の記述がFrequentを示している・

　702 13 Nov 1932 2 ；４

　　　The article the now　appears　often　as /９/ : /dati do ina hauj/, (T/ie)ｄｏｇｇｉｅ ｇｏｅｓi71

　the house ； /?ai but mat 'atjsba:ｎ 'ana　boV,I ｂｕt ｍｙ Eiｓｅｎｂａｈｎｏｎ the flooｒ(she

　used the German word for “railroad'≒“train” merely as an isolated echo) ; /'ana tebo/,

　ｏｎ　tｈｅはＷｅ ４/datsa　we ?ai gat mai ?ep3n 'aut/, Ｔｈ�ｓ the ■ｗａｙｌ　ｇｏt ｍｙ ａｂｒｏｎｏ以

　(out still modeled on German “ausziehen'≒instead of English “take off").
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　BrownはZ加とαについて調べたのであるが，αについては，はっきりとしたFrequentに

なる時の記述かない. 671　22 Aug　1932　2 ；1 にαがまれに戸ａ/として現われること, 678 4

Sep 1932 2； 2 にwantが/ｗこ）t９/（すなわちしばしばａが次に来るので切れ目を間違う）と.い

う形になること等，計４つの記述のみである．

　9. PAST REGULAR

　5. Past irregular の項にしるしたとおりである.‘steady increase'という表現は少し強い感

じもするので2；4→2；5と巾をもたせてもよいかもしれない．

　10. THIRD PERSON REGULAR

　　７０３１３Nov 1932 2；4　　　　　　　　　　　　　　｀

　　　The ending of the third person occurs occasionally, both /S/ and /Ｚ/ being rendered

　　by /J/ : /mama dAiTiJ hom/， Ｍａｖｉａｃｏｍｅｓｈｏｍｅ　;/mama ｐｉt∫atet/,Mama eats that.

　ここでは時々現われる．さらに後になると，

　　708 4 Dec 1932 2；5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　The ending of the third person　is　becoming more frequent :ｂｄｏれｇｓﾉｗＤが/. She

　　also　says / says ; she　never　hears this　popular form, but performs　the same analogy.

とある. Frequentになったのはここにおいてである．

　後にHildegardがドイツ語もかなり使うようになると，英語の文法の上にドイツ語の語彙か入

ってくるのは興味深い．この形態素の安定性がうかがわれる.

　　770 15 April 1934 3； 9

　　　l answered ａ question by “Ich glaube”. She reported to her mother :Ｈｅがａｕbｓ.

　11. THIRD PERSON IRREGULAR

　これはBrownによるとｄｏｅｓ、haｓをさすのであるが、Leopoldの特別の記述はないので調べ

られなかった．

　12. UNCONTRACTIBLE AUXILIARY

　　７１３１８Dec 1932 ２；５

　　　　The copula z’5is frequent : Ｗαμｌむau1･ｓｃｏｍｉｎｇｎｏｔｕ.Dogs and cats play a prominent

　　part in the games of her imagination. She often chases ａ cat in the room, consciously as

　　ａ game. She does not hear the English form “bow-wow”. Her mother also uses the half

　　German form /wauvvau/, just like Hildegard.

　ここでは用語上の注意か必要である. Leopoldかここでcopulaと言っているのは, Brownの

用語では進行形のauxiliary beである．したがって，この項目かFrequentになったのは18

Dec 1932 2；5 である．以前から-ingは使用されてきたが，&εが省かれるのが普通であった.

　　698 23 Oct 1932 2；3

　　　　H（！■!)（?and be are more frequent as full verbs, not as auxiliaries.
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とあったことを思い出そう. Leopoldはこの記述に続いて，

　　　Very often : /wat ju dｕl?/， What {are) you ｄｏｉｎｇ？'，/wat miti bok dｕl?/， What (is')

　　Mr.Ｂｒoofeｓ ｄｏｉｎｇ？（698）

と，例を挙げている．

　13. CONTRACTIBLE COPULA

　　　　　　　　＆

　14 CONTRACTIBLE AUXILIARY

　これらについてLeopoldは特に注意を払わなかったので記述は何もない，しかしCopulaが現

われたとき，それはUncontractible copula であったし, Auxiliaryが現われたのはUncontracti-

ble auxiliary であったのだから，論理的にもこれらの文法的形態素はその時点よりはあと，すな

わち, 13. Contractible copula は2；3才よりあとにFrequentになり, 14. Contractible auxil-

iaryは２；５才よりあとでFrequentになる必要かあるｊ次の例は，このことに矛盾しない･

　　Copula

　　　　２；4 That's the way l got my apron out. C7O2)

　　　　3；３ Papa, I'm―Mother is ready. (751)

　　　　3；7 It'sall ours, it'syours and mine and Mama's. (763)

　　Auxiliary

　　　　3；3 1'm just 'tending. (pretending). (746)

１

　各文法的形態素につぎfrequent'及びそれを類する表現は次のごとくであった．ここにまとめ

ておこう．

　PRESENT PROGRESSIVE

is frequent, although not prevailing

2.-3. in

　　　appears already fairly frequently

　　　　　ｏｎ

　　　is used regularly

　　4. PLURAL

　　　are now used rather regularly

　　5. PAST IRREGULAR

　　　have become rather frequent

　　6. POSSESSIVE

　　　　　？

　　7. UNCONTRACTIBLE COPULA

　　　are more frequent

　　8. ARTICLES

　　　　　(the)

　　　now appears often
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一　一一-

　　　（ａ）

　　　？

　9. PAST REGULAR

　steady increase

10. THIRD PERSON REGULAR

　is becoming more frequent

11. THIRD PERSON IRREGULAR

　　　？

12. UNCONTRACTIBLE AUXILIARY

　is frequent

13. CONTRACTIBLE COPULA

　　　？

14. CONTRACTIBLE AUXILIARY

　　　？

以上から得られた結果を表にまとめる．

１

Present Progressive

・
ｍ
　
匹

ｊ２

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

Plural

Past irregular

Possessive

Uncontractible coupula

Article(the)

Past regular

Third person regular

Third person irregular

Uncontractible aux.

Contractible copula

Contractible auxiliary

Ⅵ．

22 Aug 1932

22 Aug 1932

　2Oct 1932

18 Sep　1932

13 Nov 1932

2３ Oct　1932

13 Nov 1932

18 Dec 1932

　4 Dec 1932

18 Dec 1932

　初出

　１；８

ａ２ ;･０

ａ･２べ０

Ｉ
ｊ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
ｙ

ｌ
　
ｌ
　
ｌ

10

11

10

b2 ; 0

a 2'; 0

a2 ; 0

a2 ; 0

ａ２

ａ２

ａ２

ｓ
ｌ
　
Ｉ
ｊ

０

０

；３

a2 ; 5

Frequent

　　2；1
１
２
　
２
　
４

Ｉ
！
　
Ｉ
Ｉ
　
ｌ
ｊ
　
Ｉ
ｙ

２
　
２
　
２
　
２

; ）

●

Ｉ
ｊ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
タ
　
ー
ー

c
ノ
J

ｃ
s
]

c
-
o

ｒ
s
i

り
Ｉ
　
４

４？-2 ; 5

５

　？

２；５

r
v
.

ｒ
v
.
.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(a=after, b = before)

　結果を見るとFrequentという表現を, Leopoldによる規準とみなす方法は，予想以上にBrown

の結果と一致しているように見える. Present progressiveパフ2，り72（この２つの前置詞はBrown

にあっては同時に集計されたものである), Plural, Past irregular は, m.ｏｎを除き２；Ｏ才以

前に初出したものだがそのまま　Brownの順序で並ぶ．（加，回の２つの形態素はAdamにお

いては函のすぐ後に０７１が, Sarahにおいては同時に, Eveにおいてはｏｎ. ｍと引き続き習得

されるのであるが, Hildegard　も顕著な類似をみせている.) Uncontractible copula (不確かな

'thiｓ'一例のみだが）を除き2；O才以降に発生したUncontractible copula, Article (ただし話ε

のみ検討可能であった), Past regular, Third person regular, Uncontractible auxiliary もBro-
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ｗｎの順に従う．（その他の文法的形態素も全体的な判断から，極端に習得時期が異なることは考

えられないか，その種の推論は本稿で取った方法を逸脱するので，ここではコメントはさしひかえ

よう.）したがって，さらに綿密な検討は今後の課題とし，‘一旦結論を出しておこう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔結　　論〕

　Brownの示す習得順序に十分対応する順序がLeopoldの選択的記述である日誌からも見出せ

た．この結果をごくひかえめに評価してもBrownの説に矛盾する記述は何もなかったと言える．

よってDiary for Hildegard （ｖol.IV）をも含めてLeopoldの記録はBrown説を支持するも

のとなりうるだろう．

注

田　Roger Brown : Ａ Ｆｉｒｓt　Ｌａｎｇｕａｇｅ－ＴｌｉｅＥａｒりＳはges, Cambridge, Massachusetts, Harvard

　University Press, 1973. (以下の注においては同轡をF. L.と略記する)

(2) Werner Ｆ. Leopold: ｓｐｅｅｃｈＤｅｖｅｌｏｐ”ｌｅｎtｏｆ ａ ＢｉｌｉｎｇｕａｌChiは－Ａ Ｌｉｎｇｕiｓt'ｓＲｅｃｏｒｄ,Vol.

　1V: Z:)泌りfrom Age 2, Evanston 111., Northwestern University Press, 1949.

(3)本稿は広義の｢文法｣について考究するための基礎作業で英文法や幼児心理の研究に重点をおくものでは

　ない.

(4)例えばEmilio Ａ． Ｌ】orachによると，'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　'Nombre de distinctions grammaticales, utilis^es auparavant sans attribution intentionnel･

　　le, ne sont acquises que durant la troisi^me ann^e : nombre et genre, emploi des articles,

　　des cas, des propositions, etc. Leur maniement est　loin d'etre parfait a cette 6poque ；

　　souvent l'enfant n'acMve cet apprentissage Qu'4 un age scolaire avahc6パ(Ｌｅ Ｌａｎｇａｇｅ，

　　pp. 357, EncyclopMie de la PUiade, 1968)

　　又, Slobinはロシア語について，

　　　‘In most of these cases it is of interest　to note once again that full mastery of the

　　morphological system comes relatively late in Russian-speaking chi】dren. The distinction

　　between mass and count nouns is not stabilized until age eight ； ……，(Ｔｈｅ Ｇｅｎｅｓiｓｏｆ

　　Languaが, pp. 140, The Ｍ. I. Ｔ. Press, 1966)

　と述べている．英語以外のより語形変化に富む言語についての検討は別の機会を待ちたい．
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　F.L. pp. 255

　したがってSarahについては４回分をもってAdam, Eveに対応するーつのsampleとされた. F.L.

pp. 257.

　‘the constraints that define obligation are themselves acquired over time.' (F.L. pp. 257).

　F.L. pp. 257

　BrownはCourtney Ｂ， Cazdenの方法を採用した. (F.L. pp. 258)

　F.L. pp. 273. De Villiers, J.G., & de Villiers, p. A.:Ａ cross-sectional study of the acqui･

sition of grammatical morphemes in child speechJoｕｒｎａｌ司｀ＰりｃｈｏＵｎｇｕiｓｔtｃ Ｒｅｓｅａｒch，

1973, 2, 267―78をさす．未見.

　F.L. pp. 273―281

　Brownの研究全体をDavid S， Palermoは要領よくまとめている．「言語の心理学」（村山久美子訳）

誠信書房, pp. 222-228.原書はＰりｃｋｏｌｏｇり（げＬａｎｇｕａｇｅ，Glenview, Illinois, 1978.

園　２；０才までを取り扱った第３巻に記されているのでBrownは感違いしたのであろう.

　　　Leopold, Vol. Ill, pp. 98に, (At 2；１ｇｏtwas ａparallel case. In the colloquia目anguage,

　　especially of children, "got" has come to be ａ present tense synonymous with "have".)

　　(586)

　とある．又, vol. IV, p. 4に，

　　　ｊ ｇｏtｍｙｃｌｏtheｓ,but with present meaning : ’

　とある. (666 22 Aug 1932 2； 1）

叫
凶

該当箇所見つけられず（筆者）．

原題は次のとおり：

　Vol. I : ＶｏｃａｂｕlaｒｙＧｒｏ＾む礒ｉｎthe First ７ｔむo Years
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　Vol.・ t Ｓｏｕｎｄ-Ｌｅａｉ-ｎｉｎｇｉ。1the Fi,Γμ７ｓ・ｙ４

　Vol.ⅢＩ Ｇｒａｍｍａｒ ａｎｄ ＧｅｎｅｒａｌＰｒｏｂｌｅｍｓin tlie Fiｒ･３ｔＴ'ｔｕｏＹｅａｒｓ

F.L. pp. 279.

F.L. pp. 257.

例えば＆については. am, is, are, beが異形態である．

付 記、

(1) F.L. p. 255. Brownによれば，こ,のような義務(obligation)を生じさせる制約(constraint)には

　およそ四種がある．以下の例はBrown･による. 1) Linguistic contexに例えば子供ti 　Ｔｈａt　bookを

　μ肘が指示代名詞であることか分るようなイントネーションで発音すれば，３人称のcopulaと冠詞か要

　求される．念のためここで説明をつけ加えておくと, Brownが言うのは，もちろんＴ (lat　book-．

　という文のことではなく，幼児か初期にしばしば行なうＴｈａtGs) (a)booh.，「アレ，本．」というタイ

　プの文についてである. 2) Nonlinguistic Context : もし子供か話しながらものをさせば, copulaは過

　去や未来よりもむしろ現在形であろう．それか一冊の木であれば複数よりむしろ単数であろう. 3) Lin-

　guistic prior context : 子供か，あるいは他の人物か初めて本に言及すれば不定冠詞αである． εΓα∫εΓの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　ように母音で始まる名詞ならα,1である. 4) Linguistic subsequent context : もし母親か子供の発話

　を確認(confirm)したり拡張(expand)したら，何が義務的であったかの判別は容易である．例-

　Ｙｅｓ, that'ｓａ ｂｏｏｋ．（言語習得における母親のこの役割は重要とみなされ，しばしば議論の対象になる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　●　・　ここではBrownは結局上記のいずれの場合もこの母親と同じような判断を行なっていることを言いそえ

　ておこう．これはLeopoldの判断とも基本的に異ならない.）

(2) Leopoldの研究成果について例えばEls Oksaar は，言語発達の音声に関する研究は多いか，その中で

　　「最も完璧」なものであるとして, Leopold第２巻を挙げ，高い評価を与えている．Ｅ．オクサール，「言

　語の習得」. pp. 181, (在間進訳），大修館書店：原書S阿acherwerb im Vorschu】alter―Einfuhrung

　in die Padolinguislik, Verlag W. Kohlhammer GmbH,　ｗｎ，

(昭和56年９月29日受理)

(昭和57年３月15日発行)
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